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審
議
会
で
適
正
給
与
の
再
考
を

Ｑ　

特
別
職
給
与
の
削
減
を
行
う
内
容
は
？

Ａ　

市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
の
給
与
月
額
を
10
％

削
減
す
る
た
め
、
そ
の
特
例
措
置
を
設

け
る
も
の
で
す
。
期
間
は
現
市
長
の
任

期
内
の
平
成
22
年
７
月
か
ら
26
年
４
月

末
ま
で
で
す
。

Ｑ　

特
別
職
の
給
与
等
に
つ
い
て
は
、

職
務
の
内
容
、
近
隣
や
同
規
模
自
治
体

と
の
比
較
、
ま
た
社
会
情
勢
等
を
踏
ま

え
、
妥
当
な
額
を
条
例
に
規
定
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。

　

今
回
、
前
任
期
に
引
き
続
い
て
、
特
例

措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
給
与
減
額
を
実
施

す
る
の
で
は
な
く
、
報
酬
審
議
会
の
意
見

を
聞
い
た
上
で
、
給
与
条
例
改
正
の
手
続

き
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

Ａ　

前
任
期
中
に
お
い
て
選
挙
公
約
に

掲
げ
実
施
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
期

も
そ
れ
を
踏
襲
す
る
か
た
ち
で
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ　

市
長
給
与
を
減
額
す
る
こ
と
は
、

一
般
市
民
の
感
覚
と
し
て
は
、
議
員
の

報
酬
も
下
げ
る
べ
き
と
の
状
況
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

合
併
前
の
協
議
に
お
い
て
は
、
市
長

給
与
は
、
市
の
水
準
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
が
、
議
員
報
酬
は
旧
町
村
時
代
か
ら

の
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
公

選
職
で
あ
り
な
が
ら
、
現
在
ま
で
こ
の

審
議
が
置
き
去
り
に
な
っ
て
お
り
、
将

来
的
に
も
首
長
・
議
員
が
魅
力
あ
る
職

業
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、

地
域
主
権
と
い
う
今
後
の
自
治
の
あ
り

様
を
踏
ま
え
、
適
正
な
対
価
は
ど
う
あ

る
べ
き
な
の
か
を
一
体
的
に
議
論
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

改
正 

育
児
介
護
休
業
法
が
施
行

仕
事
家
庭
の
両
立
支
援 

そ
の
実
効
性
は

Ｑ　

育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に
伴

う
条
例
改
正
の
内
容
は
？

Ａ　

主
な
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

38
号
は
、
職
員
の
配
偶
者
の
就
業
等
の

状
況
に
関
わ
ら
ず
、
早
出
・
遅
出
の
勤

務
を
可
能
に
す
る
こ
と
や
、
時
間
外
勤

務
の
免
除
を
請
求
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
39
号
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者

の
就
業
や
育
児
休
業
取
得
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
育
児
休
業
が
取
得
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

育
児
休
業
か
ら
復
帰
し
た
後
も
、

子
育
て
に
か
か
る
心
身
の
負
担
は
大
き

い
。
職
場
復
帰
に
際
し
て
、
特
に
本
人

の
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

は
し
て
い
る
の
か
？

Ａ　

原
則
、
休
業
前
の
職
場
へ
の
復
帰

と
い
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

育
休
明
け
に
職
場
復
帰
し
、
勤
務

場
所
が
変
わ
っ
た
者
も
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
こ
の
法
改
正
の
趣
旨
に
照
ら

し
あ
わ
せ
て
、
然
る
べ
き
対
応
・
配
慮

を
お
願
い
し
た
い
。

　本会議で付託された 11 件の議案について、10 日から 15 日にかけて行われた各常任委員会で審査

しました。各常任委員会での審査状況について、主な質疑応答の内容をお知らせします。

　   　   委員会 審査 Ｑ＆Ａ
　　　　各委員会に付託された１１議案を審査　　

総　
　

務

総　
　

務
（委員）
関　口
小　川
大　宅
村　田
中　村
福　島

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
？
・
・
・
市
長
か
ら
の
要
請
に
よ
り
特
別
職
（
市
長
、
副
市
長
、
議
員
等
）
の
給
与
・
報
酬
を
審
議
す
る
機
関
。
市
長
が
特
別
職
の
給
与
・
報
酬
額
の
増
減
等
（
条
例
改
正
）
を
行
う
場
合
、
事
前
に
こ
の
報
酬
審
議
会
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。

市長給与の減額状況？

　茨城県市町村長会
の調査（平成 21 年
４月現在）によれば、
県内 32 市のうち 17
市が給与減額を実施。
このうち減額率で１
～５％が３市、６～
10 ％ が ４ 市、11 ～
20％が７市、20％以
上が３市という状況。

特別職給与等の状況（県内市町村）
項 目 首 長 議 員

市

最高額 102 万 1 59 万
最低額 54万 9 24 万
平均額 78万 6 36 万 8
小美玉 85 万 6 29 万 6

町
村

最高額 85万 36万 7
最低額 51万 4 25 万
平均額 64万 8 28 万 3

（単位：千円）
＊県市町村長会調べ（H21.4 月現在）
＊特例措置を実施する市町村は措置後の額
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施
設
修
繕
は
早
め
の
対
応
を

Ｑ　

今
回
の
補
正
予
算
で
対
応
す
る
四
季

健
康
館
の
修
繕
箇
所
は
？

Ａ　

お
風
呂
の
薬
液
注
入
ポ
ン
プ
で
す
。

Ｑ　

四
季
健
康
館
の
お
風
呂
の
利
用
状
況

の
推
移
は
？

Ａ　

平
成
17
年
度
は
４
９
，
２
２
０
人
で

し
た
が
、
年
々
増
え
続
け
て
き
て
お
り
、

平
成
21
年
度
は
６
２
，
９
２
９
人
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ　

利
用
者
も
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

修
繕
は
早
め
に
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
中
で
も
修
繕
す
べ
き
箇
所
が
多

数
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。
順

次
、
緊
急
性
を
要
す
る
も
の
か
ら
、
補
正

予
算
を
計
上
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

老
朽
化
す
る
防
災
無
線
を
更
新
へ

Ｑ　

補
正
予
算
に
計
上
す
る
防
災
行
政
無

線
の
基
本
調
査
の
内
容
は
？

Ａ　

現
在
、
美
野
里
・
玉
里
地
区
の
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

今
後
の
更
新
に
あ
た
り
、
小
川
地
区
で
整

備
さ
れ
て
い
る
、
室
内
に
設
置
す
る
個
別

受
信
機
で
の
整
備
を
行
う
た
め
、
こ
の
基

本
調
査
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

整
備
完
了
後
に
転
入
し
て
き
た
住
民

へ
の
対
応
は
？

Ａ　

防
災
行
政
無
線
は
危
機
管
理
上
、
市

内
全
域
を
統
一
し
た
形
で
運
用
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
て
お
り
、
整
備
完
了
後
に
転
入
し
て

き
た
方
に
つ
い
て
も
、
個
別
受
信
機
を
設
置

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
支
援
事
業
の
成
果
は

Ｑ　

理
科
支
援
員
配
置
事
業
は
、
国
の
事

業
仕
分
け
の
結
果
、
補
助
が
な
く
な
っ
た

と
聞
い
て
い
た
が
、
今
回
の
補
正
の
内
容

は
？

Ａ　

予
算
の
復
活
折
衝
に
よ
り
、
国
か
ら

の
補
助
が
、今
年
度
と
来
年
度
に
分
け
て
、

２
学
級
分
ず
つ
予
算
措
置
さ
れ
る
た
め
で

す
。

Ｑ　

ど
の
学
校
に
配
置
す
る
の
か
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
市
内
12
小
学
校
の
う
ち
、

10
校
に
配
置
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
小

川
小
学
校
、
来
年
度
は
羽
鳥
小
学
校
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
の
事
業
に
よ
る
成
果
は
？

Ａ　

児
童
が
理
科
に
興
味･

関
心
を
示
し

て
き
て
お
り
、
ま
た
、
学
力
診
断
テ
ス
ト

で
は
若
干
成
績
が
上
が
っ
て
い
る
な
ど
の

成
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

Ｑ　

成
果
が
現
れ
て
い
る
な
ら
、
国
の
補

助
が
途
絶
え
て
も
、
市
独
自
で
続
け
て
く

だ
さ
い
。

文
教
福
祉

文
教
福
祉
（委員）
山　口
岩　本
磯　辺
木名瀬
藤　井
山　本

市
民
経
済

市
民
経
済
（委員）
萩　原
加　藤
野　村
戸　田
橋　本
島　田

子
ど
も
手
当
を
給
食
費
・
保
育
料
の
未
納
分
に

Ｑ　

子
ど
も
手
当
の
支
給
が
始
ま
る
が
、

現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
給
食
費
の
未

納
、
保
育
料
の
滞
納
分
と
し
て
充
て
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
？

Ａ　

６
月
の
第
１
回
目
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
対
応
が
間
に
合
わ
ず
、
請
求
の
あ
っ

た
該
当
者
全
員
に
口
座
振
込
み
に
よ
り
支

給
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
教
育
委
員
会
と
保
健
福
祉
部
で

連
携
を
と
り
、
保
護
者
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
次
回
10
月
の
支
給
の
際
に
は
、
未
納

分
に
充
て
る
対
応
が
で
き
る
よ
う
協
議
・

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
が
拡
大

Ｑ　

医
療
福
祉
費
支
給
条
例
（
マ
ル
福
制

度
）
の
内
容
と
改
正
点
は
？

Ａ　

子
ど
も
や
障
が
い
者
、
妊
婦
等
の
医

療
費
を
県･

市
が
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、子
ど
も
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
就
学
前
児
童
ま
で
を
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
小

学
３
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

い
つ
の
診
療
分
か
ら
対
象
か
？

Ａ　

10
月
１
日
か
ら
で
す
。

平成 8年 4月、美野里町時代に開館した四
季健康館。館内には内風呂４、外風呂２、
サウナ等の入浴施設がある。当時から 10年
以上経過し計画的な修繕対応も求められる

医
療
福
祉
費
支
給
制
度
？
・
・
・
小
児
・
妊
産
婦
・
ひ
と
り
親
家
庭
・
重
度
心
身
障
害
者
な
ど
受
給
対
象
者
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
一
部
負
担
額
に
つ
い
て
公
費
で
助
成
す
る
制
度
。

自宅内の受信機で防災行政情報を聞
くことができる戸別受信機。小川地
区では設置されているため、今後、
未設置地区を順次設置していく

委員会ＱＡ
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Ｑ　

田
木
谷
上
玉
里
線
の
状
況
は
？

Ａ　

今
年
度
、用
地
買
収
等
に
入
り
ま
す
。

ま
た
、
県
の
事
業
と
し
て
国
道
３
５
５
号

線
と
県
道
石
岡
紅
葉
線
の
交
差
点
部
の
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

Ｑ　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
整
備
す
る
幹

線
道
路
に
つ
い
て
は
、
新
市
の
一
体
性
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
と
判
断
さ

れ
た
も
の
。
是
非
と
も
地
権
者
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
市
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
当
初
の
予
定
通
り
事
業
を
遂
行
い

た
だ
き
た
い
。

Ｑ　

羽
鳥
宿
張
星
線
の
状
況
は
？

Ａ　

東
ル
ー
ト
は
平
成
18
年
度
か
ら
事
業

化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
30
％
程

度
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
順
調
に
用
地
買

収
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度
分
の
事

業
に
つ
い
て
も
、
間
も
な
く
工
事
に
入
り

ま
す
。
ま
た
、
西
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

路
線
の
形
を
決
定
し
、
用
地
交
渉
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ　

栗
又
四
ケ
線
の
状
況
は
？

Ａ　

今
年
度
は
設
計
測
量
等
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
一
部
地
権
者
の
方
に
ご

理
解
い
た
だ
け
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す

が
、
27
年
度
ま
で
の
完
了
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
先
行

的
に
用
地
買
収
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

空
港
周
辺
用
地
の
有
効
活
用
は

市
と
し
て
早
急
な
地
域
振
興
策
を

Ｑ　

空
港
周
辺
に
あ
る
県
所
有
の
遊
休
地

を
活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
物
産
施

設
等
の
建
設
は
可
能
か
？

Ａ　

現
在
、
県
有
地
で
あ
る
空
港
南
側
の

公
園
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
、
活
用
が
可
能

か
ど
う
か
県
と
協
議
し
て
い
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
、
国
の
許
可
等
を
得
る
の
が
困
難
と

の
回
答
で
す
。
た
だ
し
、
空
港
公
園
駐
車
場

で
の
短
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
県
に
計
画
書
を
提
出
し
、
航
空
局
の

許
可
を
得
た
う
え
で
実
施
す
る
こ
と
は
可
能

と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

Ｑ　

空
港
の
利
活
用
促
進
を
強
調
し
て
い

け
ば
、
了
解
は
得
ら
れ
る
の
で
は
？

Ａ　

県
の
方
で
は
公
園
予
定
地
内
に
物
販

施
設
等
を
建
設
し
て
い
く
構
想
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
あ
く
ま
で
地
元
市
と

し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
空
港
の
利

活
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
を
前
面
に
出

し
て
粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

今
の
活
況
を
最
大
限
活
か
す
こ
と
を

念
頭
に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

幹
線
道
路
整
備
の
進
捗
状
況
は

全
市
一
丸
と
な
り
事
業
推
進
を

Ｑ　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
整
備
を
進
め

て
い
る
幹
線
道
路
の
進
捗
状
況
は
？

Ａ　

現
在
、
合
併
特
例
債
を
使
い
事
業
に

着
手
し
て
い
る
の
は
、
羽
鳥
宿
張
星
線
の

東
ル
ー
ト
と
西
ル
ー
ト
、
栗
又
四
ケ
線
、

田
木
谷
上
玉
里
線
の
４
路
線
で
す
。

県道石岡城里線から常磐道に架かる乗越
（のっこし）橋までの 2.6Km 区間を整備
予定（羽鳥宿張星線東ルート・張星地内）

茨
城
空
港
公
園
？
・
・
・
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
周
囲
に
計
画
さ
れ
る
都
市
公
園
。
計
画
面
積
は
約
19 

ha 

、
現
在
は
シ
ン
ボ
ル
広
場
の
一
部
、
約
７
ha
が
供
用
さ
れ
る
。
災
害
時
に
お
け
る
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
活
用
も
見
込
む
。

現在、小川方面から国道 355 号線で T字路
となるが、完成後はそのまま玉里庁舎方面
へ抜けられる（田木谷上玉里線と国道 355
号線の交差点部の完成イメージ）

建　
　

設

建　
　

設
（委員）
笹　目
古　谷
荒　川
大和田
市　村
田　村

委員会ＱＡ

合併特例債を活用し事業着手されている幹線道路の予定事業概要
路線名 延長 /幅 起点 /終点 事業効果・目的

羽鳥宿張星線
（東・西ルート）

2.6km
16 ｍ

羽鳥
張星

旧美野里地区の市街
地と旧小川・玉里地
区方面の連絡強化

田木谷上玉里線 0.6km
13m

田木谷
上玉里

旧玉里・小川地区の
連絡強化、市街地の
渋滞解消

栗又四ケ線 2.4km
12.5m

栗又四ケ
上馬場

旧玉里・美野里地区
の連絡強化


